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”木
の
葉
ふ
り
時
雨
る
る
雲
の

立
ち
迷
う
山
の
端
見
れ
ば
冬
は
来

に
け
り
”
南
朝
悲
運
の
御
村
上

帝
の
歌
一
首
、
偲
ば
れ
る
暦
は
早

や
師
走
12
月
。
▼
齢
を
重
ね
る
毎

に
書
斎
の
書
籍
冊
誌
お
び
た
ゞ
し

く
少
々
整
理
を
と
思
い
た
ち
な
が

ら
も
手
に
と
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
に
懐

旧
哀
惜
の
念
。『
城
寨
』
と
難
解

な
題
名
の
小
冊
歌
集
は
義
兄
須
藤

実
。
本
来
の
職
は
橋
梁
設
計
技
師
、

工
学
博
士
。
”去
年
今
年
流
る
る

如
き
時
の
間
に
生
き
た
だ
よ
へ
る

現
身
か
な
し
”
こ
の
義
兄
逝
き

て
幾
年
か
。
今
に
、
何
処
ら
の
橋

の
設
計
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
歌

詠
み
の
動
機
な
ど
、
訊
き
お
れ
ば

と
後
悔
の
念
。
▼
歌
集
『
常
歌
』

は
元
矢
部
小
学
校
長
杉
森
彬
先

生
。
“
樹
令
は
や
四
百
年
と
う
樅

の
木
の
つ
ぎ
つ
ぎ
倒
さ
れ
ゆ
く
を

寂
し
む
”
（
三
国
山
）
昭
和
30

年
の
頃
か
、
伐
採
後
は
杉
の
植
樹

多
々
。
昨
今
で
は『
地
方
消
滅
』（
中

公
新
書
）
に
も
該
当
し
そ
う
な
杉

の
村
里
。
▼
黒
木
町
文
化
連
盟
会

長
鍋
島
勝
さ
ん
よ
り
、
古
野
美
智

子
先
生
著
『
山
藤
の
咲
く
道
』
恵

贈
。(

11
／
13)

　

感
銘
の
一
章
は
”五
十
年
ぶ
り

の
再
会
”
「
私
は
平
野
小
時
代
の

先
生
の
教
え
子
で
す
。
や
っ
と
先

生
の
住
所
が
判
り
、
同
級
生
五
名

連
れ
で
伺
い
ま
す
。」
美
智
子
先

生
教
職
ス
タ
ー
ト
の
へ
き
地
校
。

一
年
担
任
。
師
恩
忘
れ
ず
の
半
世

紀
を
越
え
て
の
対
面
。
”教
え
の

庭
に
も
、
は
や
、
い
く
と
せ
”

あ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
ひ
び
い
て
く

る
よ
う
な
「
わ
が
師
の
恩
」。

山
の
端
見
れ
ば

　  

冬
は
来
に
け
り
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5
14 日
大安

なんでも人権相談所
（八女市社会福祉会館）

（地域福祉センター）

12
21 日
赤口

なんでも人権相談所
（地域交流センター）

19
28 日
先勝

定例法律相談会（要予約）
10：00〜12：00

（八女商工会議所）☎22-5161

26
５日
先負

お風呂の日（特典あります）
（グリーンピア八女）（公園の宿）
（温泉館きらら）（べんがら村）

6
15 日
赤口

青少年健全育成
ソフトボール教室

（ロッテグラウンド）

13
22 日
先勝

クリスマスコンサート
15 時〜（おりなす八女）

市子連子どもの広場
（サンコア）

20
29 日
友引

人生史サークル黄櫨の会
（福祉会館・矢部川城）

27
６日
仏滅

黒木大市　〜 28 日
（黒木町体育センター前イベント広場）

4
13 日
仏滅

弁護士無料法律相談
（福岡法務局八女支局）

　要予約☎ 050-3383-5502

11
20 日
大安

18
27 日
赤口

弁護士無料法律相談
（福岡法務局八女支局）

　要予約☎ 050-3383-5502

なんでも人権相談所
（広川町はなやぎの里）

25
４日
友引

3
12 日
先負

なんでも人権相談所
（八女市役所星野支所）

春風亭小朝独演会
18：30〜　（サザンクス筑後）

10
19 日
仏滅

なんでも人権相談所
（筑後市勤労者家庭支援施設）

（立花市民センター）

女性のための相談所
１時〜４時

（八女市社会福祉会館）
（筑後市サンコア）

17
26 日
大安

社会保険個別相談会
10：00〜16：00（八女商工会議所）
要予約　22-5161

24
３日
先勝

31
10 日
友引

2
11 日
友引

なんでも人権相談所
（矢部公民館）

9
18 日
先負

無料弁護士法律相談
13：30〜・要予約

（八女民主商工会）☎24-2727

筑後市美術展  〜 14 日
（サザンクス筑後）

16
25 日
仏滅

23
２日
赤口

30
９日
先勝

1
10 月10 日

先勝

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

8
17 日
友引

15
24 日
先負

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

22
11 月 1 日

大安

29
８日
赤口

7
16 日
先勝

年忘れウォーク
（八女歩こう会）

14
23 日
友引

八女軽トラ市9：00〜12：00
（八女観光物産館駐車場）

21
30 日
先負

28
７日
大安

八女軽トラ市9：00〜12：00
（八女観光物産館駐車場）

1

天皇誕生日

心配ごと相談（八女市）
八女市社会福祉会館　12月３日・17日
黒 木 町 ふ じ の 里　12月３日・17日
上陽町地域福祉センター　12月10日・24日
立 花 町 か が や き　12月10日・24日

法律相談（要予約）
八女市社会福祉会館　12月12日
黒 木 町 ふ じ の 里　12月19日
上陽町地域福祉センター　12月26日

司法書士相談
黒 木 町 ふ じ の 里　12月12日
八女市社会福祉協議会　12月19日

筑後市
心配事相談
　毎週木曜日／総合福祉センター
健康に関する総合相談
　毎週金曜日／筑後市立病院
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

　
　
　
　
　
「
家
族
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
言

　
　
　

葉
を
よ
く
聞
く
。
昔
は
い
や
な
言

葉
だ
と
思
っ
て
い
た
。「
サ
ー
ビ
ス
」
し
て

あ
げ
る
と
い
う
上
か
ら
目
線
？
「
サ
ー
ビ

ス
」
で
は
な
く
家
族
と
い
た
い
と
い
う
自

然
な
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
も
の
じ
ゃ
な

い
？
そ
う
思
っ
て
い
た
。

　

最
近
、
少
し
思
う
こ
と
が
変
わ
っ
て
き

た
。
時
が
経
ち
、
家
族
と
い
う
形
が
安
定

し
て
く
る
と
、
家
族
よ
り
も
優
先
し
た
く

な
る
こ
と
が
増
え
て
く
る
。
そ
れ
は
仕
事

だ
っ
た
り
、
趣
味
だ
っ
た
り
。
そ
の
時
に

は
「
た
ま
に
は
家
族
と
い
て
あ
げ
な
い
と
」

と
い
っ
た
半
ば
義
務
の
よ
う
な
「
サ
ー
ビ

ス
」
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、「
サ
ー
ビ
ス
」

と
い
う
の
は
、
実
は
「
思
い
や
り
」
な
の

で
は
な
い
か
な
と
思
う
。
一
見
、
自
分
の

意
志
で
は
な
く
「
し
て
や
っ
て
い
る
」
と

い
う
言
葉
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
こ

に
は
少
な
か
ら
ず
相
手
の
こ
と
を
想
う
気

持
ち
が
あ
る
。
家
族
が
寂
し
い
だ
ろ
う
、

困
る
だ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
。
家
族
の
一

員
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
。
気
づ
い
て
い
な

い
だ
け
で
逆
に
家
族
に
愛
さ
れ
て
い
る
自

分
の
存
在
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。

　

も
う
一
方
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う

言
葉
は
利
害
関
係
が
あ
る
時
に
使
わ
れ
る
。

利
益
を
得
る
代
わ
り
に
サ
ー
ビ
ス
を
す
る

と
い
っ
た
客
と
店
の
関
係
。「
家
族
サ
ー
ビ

ス
」
が
た
と
え
そ
れ
で
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
仕
事
や
趣

味
を
優
先
す
る
よ
う
に
な
っ
た
夫
婦
が
、

お
互
い
の
心
の
利
益
を
得
る
た
め
に
「
た

ま
に
は
一
緒
に
過
ご
そ
う
、
た
ま
に
は
話

そ
う
」
と
、
お
互
い
に
「
サ
ー
ビ
ス
」
を

す
る
努
力
も
必
要
で
は
な
い
か
と
。

　

そ
ん
な
さ
さ
や
か
な
思
い
や
り
＝
「
サ
ー

ビ
ス
」
さ
え
も
な
く
な
っ
た
時
、
そ
れ
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
」
を
し
な
く
て
も
向
け
ら
れ
る

家
族
の
愛
を
当
た
り
前
だ
と
感
じ
自
分
の

こ
と
し
か
考
え
な
く
な
っ
た
状
態
。
も
し

く
は
、
家
族
の
愛
を
得
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
時
。
い
ず
れ
も
、
そ
ん
な
家
族
関
係
は

長
く
は
続
か
な
い
に
違
い
な
い
。

　

仕
事
場
の
上
司
や
お
客
を
大
事
に
す
る

の
は
当
た
り
前
。
け
れ
ど
最
も
身
近
な
応

援
者
、
理
解
者
で
あ
る
家
族
に
こ
そ
思
い

や
り
や
感
謝
の
気
持
ち
を
向
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
、
そ
ん
な
心
の
余
裕
を
持
て
る

人
こ
そ
仕
事
も
う
ま
く
い
き
、
趣
味
も
充

実
し
、
い
つ
ま
で
も
人
生
が
輝
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　

森
　
志
穂

呟き

家
族
サ
ー
ビ
ス

　

中
央
公
民
館
翔
年
大
学
の
『
は
つ
ら
つ
絵
手
紙
教

室
』
で
学
ん
で
い
る
。
大
坪
次
太
先
生
の
御
指
導
で

和
気
藹
々
の
う
ち
に
楽
し
い
二
時
間
が
過
ぎ
て
い
く
。

　

身
の
回
り
の
す
べ
て
の
も
の
が
絵
の
材
料
と
な
る

が
、
主
と
し
て
季
節
の
草
花
、
果
物
、
山
野
草
な
ど

を
描
く
。
構
図
の
取
り
方
、
絵
の
具
の
色
使
い
に
気

を
配
り
な
が
ら
、
画
材
を
簡
略
化
し
た
り
、
或
い
は

誇
張
し
た
り
し
て
筆
を
運
ぶ
。
口
で
言
う
よ
う
に
簡

単
に
は
い
か
な
い
が
、
先
生
に
手
を
加
え
て
頂
く
と
、

我
が
絵
な
が
ら
見
違
え
た
も
の
に
な
り
、
先
生
の
薀

畜
の
深
さ
が
窺
え
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留

意
し
て
、
絵
手
紙
教
室
に

通
い
た
い
。
皆
さ
ん
に
お

世
話
に
な
り
な
が
ら
益
々

の
交
流
を
深
め
た
い
。
こ

の
ご
ろ
物
忘
れ
が
ひ
ど
く

な
っ
た
。
認
知
症
予
防
を

兼
ね
て
、
健
康
寿
命
を
追

い
求
め
て
行
き
た
い
と
思

う
。
欲
張
り
か
な
。

八女市稲富

伊藤　清人

■
八
女
睦
句
会

暮
れ
て
な
ほ
妻
恋
ふ
声
や
法

師
蝉　
　
　
　

堤　
　

呼
秋

稲
光
し
ば
し
授
業
の
中
断
す

　
　
　
　
　
　

松
尾　

貞
義

満
月
に
し
ば
し
無
心
と
な
り

に
け
り　
　
　

城
戸　

和
子

初
紅
葉
栞
に
せ
む
と
拾
ひ
け

り　
　
　
　
　

大
坪　

栄
子

母
と
子
の
影
も
寄
り
添
ふ
良

夜
か
な　
　
　

伊
藤　

幸
子

稲
雀
過
去
の
迫
力
い
ま
い
ず

こ　
　
　
　
　

穴
見
ミ
キ
ヱ

金
色
の
穂
芒
活
け
て
あ
り
に

け
り　
　
　
　

牛
島
佐
智
子

八
朔
の
子
供
み
こ
し
の
太
鼓

の
音　
　
　
　

山
口　

弘
子

意
を
決
し
石
人
ま
で
の
露
を

踏
む　
　
　
　

堤　
　

呼
秋

渡
り
鳥
無
事
な
る
旅
と
呟
き

ぬ　
　
　
　
　

松
尾　

貞
義

皓
皓
と
月
蝕
す
み
し
後
の
月

　
　
　
　
　
　

大
坪　

栄
子

持
ち
味
の
具
材
の
美
味
し
お

で
ん
か
な　
　

城
戸　

和
子

青
空
の
中
を
落
葉
し
ぐ
れ
か

な　
　
　
　
　

穴
見
ミ
キ
ヱ

木
犀
の
香
に
酔
い
乍
ら
路
地

散
歩　
　
　
　

山
口　

弘
子

渡
り
鳥
寄
り
つ
離
れ
つ
点
と

な
り　
　
　
　

伊
藤　

幸
子

■
立
花
町
立
花
俳
句
会

十
七
歳
命
懸
け
た
る
平
和
賞

　
　
　
　
　
　

吉
泉　

守
峰

コ
ス
モ
ス
の
か
す
か
触
れ
居

て
う
な
づ
け
り

　
　
　
　
　
　

中
村
テ
ル
ヨ

木
犀
の
散
り
し
く
あ
た
り
箒

き
目
な
し　
　

末
継
ミ
ヨ
子

も
て
な
し
は
仏
と
同
じ
柿
グ

ラ
タ
ン　
　
　

西
島
志
乃
芙

空
澄
み
て
槍
鶏
頭
の
真
直
に

　
　
　
　
　
　

中
尾
カ
ヲ
ル

柿
食
へ
ば
幼
き
頃
の
か
く
れ

ん
ぼ　
　
　
　

原　
　

宣
子

釣
竿
に
釣
瓶
落
し
の
蓑
生
ヶ

浦　
　
　
　
　

武
田　

行
夫

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
朝
日
に
光
る

稲
穂
か
な　
　

深
町　

和
子

■
八
女
紫
苑
句
会
　

電
線
に
鈴
な
り
の
柿
か
ら
み

を
り　
　
　
　

田
中
サ
ト
リ

秋
の
蚊
の
仇
討
の
ご
と
執
拗

に　
　
　
　
　

松
﨑　

伸
子

外
に
も
出
よ
皆
既
月
蝕
月
赤

し　
　
　
　
　

松
延
み
さ
と

溝
蕎
麦
の
野
川
の
流
れ
か
く

し
け
り　
　
　

牛
島　

景
子

品
書
き
は
美
い
手
書
き
や
菊

の
宴　
　
　
　

堤　

多
鶴
子

楽
し
い

絵
手
紙

　矢部川流域を活動エリアとする八女・筑後・山門の３つの青年会議所が中
心となり、行政や民間企業と連携して、南筑後を活性化させるという大きな
志のもと、筑後船小屋の中之島公園の大楠林を巨大な生物に見立てた ｢矢部
川 くすべぇ｣ という新キャラクターが生まれました。この度発刊された絵本
｢矢部川 くすべぇ｣（Ａ 4 判 32 頁上製本 1,700 円 + 税）を３名の方へプレゼ
ントします。住所・氏名を明記の上
( 株 ) 東兄弟へハガキで応募ください。
12 月 10 日締め切り、
応募多数の場合は抽選となります。
絵本購入のお問い合わせは、
　八女 JC 事務局 0943 － 24 － 4022
　筑後 JC 事務局 0942 － 52 － 6770
　山門 JC 事務局 0944 － 63 － 6669

　「黄櫨の会」では 8 月 24 日、会誌「黄
櫨」50 号発行記念行事を行いました。
当日の麻生渡前知事、安保博史県立
群馬女子大学教授の講演を中心に、
黄櫨の会の 17 年間の歩みを知って頂
くには何よりの内容になっています。
DVD（2枚セット）  1,000円（送料込）
黄櫨50号記念号　1,000円（送料込）
ご希望の方は事務局迄
☎090-3079-5957（東）
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園児との芋堀り交流会 10月31日
八女農業高等学校

　本校生活科学科 2 年生は福島保育園児を招待し、サツマイモ掘り
を通して交流を行いました。最初に、「紙芝居」でサツマイモの植
え付けから収穫までのお話をし、農業体験の楽しさを知ってもらい
ました。芋掘りでは生徒と園児が一緒になり、大きな芋を手にして、
歓声と笑顔で交流を終えることができました。生徒は園児とのコミ
ュニケーションの取り方や幼児への愛情を育むことの大切さを学び
ました。また、収穫の喜びや食べ物の大切さを学び、自然とふれあ
う農業のすばらしさや農業への関心を高めることができました。

（生徒の感想紹介）
　私が担当した園児はとても緊張していて最初は話があまり続きま
せんでした。イモがみえるまでとても時間がかかりましたが、園児
達とイモを掘っていくと、最後はたくさんとれました。紙芝居や芋
掘りを通して、たくさんの笑顔が見れて、楽しい一日でした。
　　　　　　　　　　　　　　筑後市立羽犬塚中出身　岡﨑　さち
　園児達は紙芝居をしっかり聞いてくれてうれしかったです。芋掘
りの時は、緊張して泣いてしまった子もいて、楽しく話しかける事
が出来なかったけど、一緒に掘っていくうちに、仲良くできて嬉し
かったです。掘った芋をおいしく食べていただけたら嬉しいです。
　　　　　　　　　　　　　八女市立黒木中学校出身　田形　朱加
　園児たちは一生懸命芋を掘ってくれました。小さなスコップで大
きな芋を探して掘る姿や自分の掘った芋を袋いっぱいに入れて歩く
姿がかわいかったです。私の将来の目標は保育士なので、今日の実
習で更に保育士という職業に触れることが出来て参考になりまし
た。　　　　　　　　　　　広川町立広川中学校出身　野田　美里

（八女農みらい館 12月販売日程） 
２日㈫、５日㈮、９日㈫、12日㈮、 16日㈫、19日㈮、26日㈮     毎週火
曜日と金曜日の２回定期的に販売しており、販売時間は、10時30分
〜15時30分です。多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。
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　健康のツボ　③

秋の夜長に
　生活リズムを整える快眠法
日中にできること
１、朝は窓際で新聞を
　朝、目覚めたら、まず朝日を浴びましょう。目に光が当たると、
睡眠に関係したメラトニンというホルモンの分泌をストップさせま
す。日中にも合計 1 時間は太陽の光を浴びておくと寝つきが良くな
ります。
２、朝食を必ず食べる
　1 日の代謝リズムを決めるには食事。特に朝食を摂ると脳の働き
が活発になり眠気を覚まします。朝のスタートをしっかり切ると 1
日のリズムが整い、夜きちんと眠れるようになります。
３、20 ～ 30 分歩く
　日中の過ごし方で大切なのが適度な運動です。体を動かす時には
交感神経が働き体温が上がります。一方、眠りにつくには交感神経
を休息させ体温を下げることが必要です。日中に活動量を増やして
おけば、スムーズに睡眠モードに移行できます。

寝る前にできること
１、ぬるめのお風呂に入る
　快適な眠りに入浴はとても効果的。脳の興奮が静まってリラック
スできます。ただし、40℃くらいまでのぬるめのお湯で。熱いお湯
では交感神経が働いてかえって眠れなくなります。
２、気の進まない本を読む
難しい本や面白くなさそうな本をあえて寝る前に読むのもいいでし
ょう。人は、嫌なことから逃れたい時に逃避行動を取ろうとして眠
くなります。
３、ホットタオルを目の上に
　すぐ眠りたい時に効果的なのが、ホットタオルです。布団に入っ
たら、お湯で温めたタオルを目の上に。目からの情報を断つことで
脳の緊張をほぐし、ほどよい温かさで気持ちよく眠れます。
また、マッサージで体をほぐしてあげるのも、睡眠には効果的です。
今日から快適な睡眠で日々の疲れをリセットしましょう。
大塚整骨院　院長　大塚　史彦　筑後市蔵数　0942-52-0667

　秋も深まってきた今日この頃、木々は色づきは
じめて美しい季節を迎えていますが、夕方には周
囲がすぐに真っ暗になる時期でもあります。
　仕事や学校で帰宅が遅くなり、暗くなった夜道
を女性が一人歩きしているのを見かけることがあ
りますが、性犯罪、チカンなどに遭わないように
するためにポイントをいくつかお話したいと思い
ます。
　最近、スマートフォンを扱いながら歩いたりす
ることを「ながらスマホ」と呼ぶようですが、こ

のような「ながらスマホ」は周囲への注意がおろそかになり、性犯罪やチ
カンだけではなく自転車や歩行者とぶつかったりと、様々な事故にまきこ
まれるおそれがありたいへん危険です。
　ほかにも「ヘッドフォンで音楽を聴きながら歩かない」、「帰宅するとき
は、友人や同僚などと一緒に帰る」、「防犯ブザーなどの防犯グッズを身に
つける」などして、性犯罪やチカンなどの被害に遭わないように気をつけ
てくだい。
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ウリハダカエデ（瓜膚楓）[カエデ科]の紅葉
　矢部村の釈迦岳・御前岳周辺のブナ林では秋に美しく紅葉したウリハダ
カエデを見ることができる。普通カエデの葉は 5 列だがウリハダカエデは
3 列なのですぐ判別できる。名前の由来は若い木の樹皮がマクワウリの若
い果実の模様に似ていることによる。　（黒木町）松尾　重根
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

里芋の料理
　里芋は東南アジアが原産地といわれ、日本へは縄文時代に伝わったと考えられ
ています。主な栄養分はカリウム・ムチン・ガラクタン・マンナン・植物繊維な
どが含まれています。ムチンは胃腸の粘膜を保護し細胞を活性化する作用があり、
ガラクタンは免疫力を高めたり血中のコレステロールの抑制、便通を良くする働
きがあります。また、体内の余分なナトリウムを排出して血圧の上昇を抑えるカ
リウムも豊富です。里芋の種類は石川早生・京芋・海老芋・八つ頭・赤芽・大吉
などがあります。その他に茎のみを食べるハス芋・ズイキがあり、これを乾燥さ
せたものが芋がらです。
がめ煮（筑前煮）（4 人分）
■材料　里芋 8 個　鶏の身 1 枚　コンニャク半分　牛蒡半分　ニンジン 1 本　
筍 1 パック　干し椎茸 3 枚　レンコン半分　インゲン 3 本　サラダオイル少々
　醤油大さじ 3　砂糖大さじ 3　酒大さじ 3　みりん大さじ 3
■作り方　鶏肉と里芋・牛蒡・レンコン・ニンジンは皮を取りひと口大に切る。
　コンニャクはちぎって茹でる。しいたけは水でもどしてひと口大に切る（もど
し汁は煮る時に使う）
　鶏肉を油少々で炒め、色が変わったら残りの野菜を入れ、調味料と椎茸の戻し
汁で煮る。美味しく煮えてきたら、インゲンを入れて仕上げる。（其々の家庭の
味付に整えて下さい）
鶏ミンチ入り饅頭（4 人分）
■材料　皮を剥いた里芋 200g　鶏ミンチ 80g　生姜 20g　砂糖大さじ１　味噌
大さじ１　揚げ油・小麦粉・溶き卵・パン粉少々　
■作り方　里芋は塩ひとつまみ入れて柔らかく茹でる。お湯を切り熱いうちにつ
ぶす。油少々で鶏ミンチとみじん切りした生姜を炒め、砂糖・味噌で味を付けて
四等分にする。つぶした里芋を広げ鶏ミンチを中に入れ包む。小麦粉・溶き卵・
パン粉を付け、色よく揚げる。
　200㏄のだし汁に砂糖大さじ 1、濃口・薄口醤油各大さじ１を入れ、水溶き片
栗粉でとろみをつけ、揚げた里芋にかけ、千切りにした柚子皮を載せる。
里芋饅頭
■材料　里芋 4 個　小麦粉 150g　ぬるま湯 80㏄　塩小さじ 3 分の 1　　
■作り方　小麦粉に塩、ぬるま湯を入れ耳た
ぶくらいの固さに捏ねてラップに包み寝かせ
る。里芋は皮を剥きひたひたの水に塩ひとつ
まみ入れて柔らかく茹でる。里芋が冷えたら
寝かせておいた小麦粉のだんごを延ばし里芋
を包み熱湯で茹でる。（マヨネーズをつけて食
べても美味）
郷土料理研究家　樋口　愛子（八女市）

【タマネギ】～タマネギの植え付けと追肥～
　春に収穫するタマネギの植え付け時期は、品種群によって違
いますが、６月の上〜中旬に収穫する貯蔵用の晩生種黄タマ
ネギは、今が植え付けの適期（11 月下旬〜 12 月中旬）です。
畑には、寒さが厳しくなる前に十分に根を張らせるために、根
の発育に有効なリン酸成分を過リン酸石灰または熔成燐肥とし
て１㎡当たりに 30 ｇ程を、基肥の化成肥料（Ｎ：Ｐ：Ｋ＝８：
８：８）１㎡当たり 100 〜 120 ｇに加えて施します。
　施肥後に畝を作り上げたら、雑草の防除と保温により根再生
と伸張に適した黒色ポリフイルムでマルチングをしてから、条
間は 20㎝、株間は 15㎝前後でタマネギ苗を植えます。植え付
けに適したタマネギ苗は、草丈は 20 〜 25㎝、太さは４〜５
㎜が最良です。これより太い大苗を植えると春先に苔立ちや分
球を起こして失敗することがありますし、反対に余りに小さな
苗では大きなタマネギ球は期待できません。
　タマネギ苗の根は全部土中に入れて真っ直ぐに植えますが、
植え付けの深さは、根の上に土が２〜３㎝の深さで掛かるくら
いが良く、緑葉の部分まで隠れるようでは深植え過ぎで、後の
生育が芳しくありません。植えた後は、指先で株元を締め付け
て（鎮圧し）、根に土をしっかり馴染ませておきましょう。追
肥は厳寒期に入る前の年内と春先になって茎葉が盛んに伸び始
めてきた頃の２回、株間の所々に（マルチでは小穴を開けて）、
化成肥料を１㎡当たりに 40 ｇ程の割合で施します。球が肥大
し始めてからの追肥は、貯蔵性
を損ねるので避けましょう。
定植直後のタマネギ
右；赤タマネギ
左；貯蔵用晩生種の黄タマネギ
　　　福岡県農業大学校
　　　非常勤講師
　　　　林　三徳
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ド
バ
イ

ス
し
て
頂
き
ま
す
。
す
る
と
魔
法
を
か
け
た

様
に
絵
が
引
き
締
ま
る
か
ら
不
思
議
で
す
。

　

筆
を
休
め
て
話
に
花
が
咲
く
事
も
し
ば
し

ば
。
あ
っ
と
い
う
間
の
二
時
間
で
す
。
日
々

の
忙
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
無
心
に
描
く
、
ひ

た
す
ら
描
く
、
上
手
に
描
け
な
く
て
も
い
い

ん
で
す
。
絵
手
紙
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
ヘ
タ
で

い
い
ヘ
タ
が
い
い
」
が
気
に
入
っ
て
始
め
た

絵
手
紙
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
行
き

た
い
。
季
節
の
野
菜
、
お
花
、
果
物
等
題
材

を
提
供
し
て
下
さ
る
先
生
の
奥
様
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

絵
手
紙
教
室
「
て
く
て
く
」（
横
溝
慶
子

会
長
、
会
員
16
名
）
は
毎
週
第
一
・
三
金
曜

日
サ
ン
コ
ア
で
お
稽
古
し
て
い
ま
す
。
原
武

照
美
先
生
の
ご
指
導
の
元
、
発
会
三
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
会
の
名
称
は
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
て
く
て
く
と
少
し
ず
つ
上
手
に
な

ろ
う
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
命
名
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
ご
入
会
歓
迎
し
ま
す
。

筑後市羽犬塚

二田　美穂子

楽しい絵手紙
「三徳の家庭菜園」  ㉔

知って得する郷土の食文化　⑥

ベターホームの楽しい cookinng

だいこんのぽりぽり甘酢漬け

本や調理道具のカタログは送料無料でお届け。お気軽にご請求ください。
〒 810-0001 中央区天神 2 － 13 － 17　ベターホーム宛

● ベターホームの本のお申込みは、電話、ＦＡＸ、インターネットで受付中。
　☎092-714-2411　FAX092-711-7830
　ＵＲＬ http://www.betterhome.jp

材料（作りやすい分量） 作　り　方

好評
発売中

▪
女
性
の
た
め
の
相
談
所
開
設

　

あ
な
た
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
ま

す
か
。
気
持
ち
が
少
し
で
も
楽
に
な

る
よ
う
に
元
気
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

に
お
話
を
聞
き
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
（
相
談
員
は
す
べ
て
の
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
）

日
時
　
12
月
10
日
㈬
１
時
～
４
時

場
所
　
八
女
市
社
会
福
祉
会
館
　
筑
後
市
サ
ン
コ
ア

相
談
員　

八
女
人
権
擁
護
委
員

問
い
合
わ
せ　

２
３–

２
６
０
３

▪
ハ
ピ
ネ
ス
チ
ャ
ー
ジ
プ
リ
キ
ュ

ア
！
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー

　

女
の
子
に
絶
大
な
人
気
を
誇
る「
ハ

ピ
ネ
ス
チ
ャ
ー
ジ
プ
リ
キ
ュ
ア
！
」

の
本
格
的
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
プ
リ

キ
ュ
ア
達
が
巻
き
起
こ
す
、
ハ
ラ
ハ

ラ
ド
キ
ド
キ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
お
楽
し

み
下
さ
い
。

日
時
　
12
月
20
日
（
土
）
11
時
～
・

14
時
30
分
～
２
回
公
演

会
場
　
福
岡
市
民
会
館
　
福
岡
市
中
央
区
天
神

入
場
料　

全
席
指
定
２
，
８
０
０
円

当
日
券
３
，
３
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ　

東
映

０
９
２–

２
９
１–

６
７
８
３

主
催　

九
州
朝
日
放
送　

東
映

▪
お
り
な
す
八
女
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
12
月
13
日
㈯
　
15
時
～

会
場
　
お
り
な
す
八
女
　
は
ち
ひ
め
ホ
ー
ル

１
部　

バ
レ
エ
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
と
ピ

　

ア
ノ
の
く
る
み
割
り
人
形

２
部　

藤
島
彩
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　

華
麗
な
る
リ
ス
ト
の
名
曲
ア
ル
バ
ム

入
場
料　

 

全
席
自
由
５
０
０
円

■
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト　

ペ
ア
３
組（
６

名
）
の
方
へ
。
希
望
の
方
は
住
所
、

氏
名
、
明
記
の
上
㈱
東
兄
弟
へ
ハ
ガ

キ
で
応
募
下
さ
い
。
12
月
６
日
締
め

切
り
、
希
望
者
多
数
の
時
は
抽
選
に

よ
り
ま
す
。

だいこん……………400g
塩…………………小さじ１
こんぶ………………2㎝角
ゆず…………………1/4個
しょうが
　　　  ……小１かけ（5g）
　　酢…大さじ2

Ａ　はちみつ（または砂糖）
　　　……………大さじ１
　　塩………  小さじ1/8

つるかめ食堂
〜子が親に
　 作りおく
　　　ごはん〜
￥１５１２
（税込）

① だいこんは皮をむき、６～７㎝大の
　 乱切りにする。ボールに入れて、塩
　 をまぶす。皿２～３枚の重しをのせ
　 て、４０分ほどおく。
② こんぶははさみで細かく切る。ゆず
　 は薄いいちょう切り、しょうがは薄
　 切りにする。
③ 別の大きめのボールにＡを合わせる。
　 水気をしぼっただいこんをＡに入れ
　 る。②を加えて混ぜる。

１時間ほどおくと食べられますが、ひと晩おくと、さらに
味がなじみます。

©ABC・東映アニメーション


